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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
〈
震
災
〉
と
俳
句
」

久
保
田
万
太
郎
と
関
東
大
震
災

―
俳
句
を
中
心
に

藤

田

祐

史

１

は
じ
め
に

久
保
田
万
太
郎
（
一
八
八
九
‐
一
九
六
三
）
の
創
作
に
関
東
大
震
災
は
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
俳
句
を
中
心
に
万
太
郎
の
創
作
全

体
に
お
け
る
「
震
災
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
俳
句
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
は
「
震
災
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
の
か
、
万
太
郎
の
俳
句
及
び
関

東
大
震
災
に
関
連
す
る
俳
句
を
対
象
に
考
察
を
深
め
る
。

久
保
田
万
太
郎
は
俳
人
、
小
説
家
、
劇
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

万
太
郎
と
「
震
災
」
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
先
行
論
と
し
て
は
、
千
葉
正
昭

「
役
割
と
し
て
の
震
災
・
新
派

―
久
保
田
万
太
郎
『
春
泥
』
小
解
」
が
あ

り
、
千
葉
は
そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

万
太
郎
は
、
日
本
人
が
古
来
か
ら
精
神
的
に
拠
り
所
と
し
て
の
安
ら

ぎ
を
得
ら
れ
る
土
地
や
空
間
や
、
そ
の
空
間
に
含
ま
れ
る
景
観
、
更
に

は
そ
の
場
所
が
孕
む
歴
史
性
と
い
う
も
の
に
着
目
し
て
い
た
。
そ
こ
に

広
義
と
し
て
の
風
俗
を
融
化
さ
せ
、
独
特
の
物
語
世
界
を
捻
出
し
た
。

こ
の
精
神
的
拠
り
所
と
し
て
の
場
所
か
ら
湧
き
出
し
て
く
る
安
堵
感
や
情

緒
的
景
観
を
こ
と
ご
と
く
粉
砕
し
、
消
滅
さ
せ
た
の
が
震
災
で
あ
っ
た
。

〔
中
略
〕
万
太
郎
は
、
関
東
大
震
災
が
奪
い
去
っ
た
も
の
が
、
物
質
的
な

破
壊
に
留
ま
る
も
の
で
な
く
、
情
緒
あ
る
景
観
か
ら
喚
起
さ
れ
る
心
性

と
し
て
の
安
ら
ぎ
の
喪
失
感
を
、
根
深
い
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
(1)

万
太
郎
の
文
学
を
「
震
災
」
と
の
関
連
で
捉
え
る
と
き
、「
情
緒
的
景
観
」

を
奪
っ
た
の
が
「
震
災
」、
そ
し
て
そ
の
「
情
緒
あ
る
景
観
か
ら
喚
起
さ
れ
る

心
性
と
し
て
の
安
ら
ぎ
」
を
失
っ
た
人
々
が
彼
の
文
学
に
は
書
か
れ
て
い
る
と

い
う
発
見
で
あ
る
。
万
太
郎
と
「
震
災
」
の
関
係
を
扱
っ
た
論
文
に
は
そ
の
他

に
、
古
郡
康
人
「「
市
井
人
」「
う
し
ろ
か
げ
」
論

―
戦
後
の
久
保
田
万
太

郎
」
や
丸
山
徹
「
銀
座
復
興
」
が
あ
り

、
個
別
の
小
説
や
戯
曲
に
お
け
る

(2)

「
震
災
」
の
意
味
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
行
論
に
対
し
、
本
稿
で
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は
「
震
災
」
が
万
太
郎
の
創
作
全
体
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
俳
句
を
中
心
に
そ
の
関
わ
り
方
を
探
る
。

順
序
と
し
て
は
、
ま
ず
伝
記
的
な
事
実
の
確
認
か
ら
始
め
、
俳
句
、
小
説
、

戯
曲
に
つ
い
て
の
作
品
論
で
は
な
く
、
作
品
を
横
断
し
て
の
「
震
災
」
と
の
関

わ
り
方
を
俯
瞰
的
に
捉
え
る
。
次
に
万
太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
に
つ
い
て
、

河
東
碧
梧
桐
の
「
震
災
」
俳
句
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
抽
出
す
る
。

最
後
に
、
万
太
郎
も
用
い
た
「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
に
つ
い
て
検
討
し
、「
震

災
」
と
い
う
厄
災
に
対
し
て
俳
句
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
の
か
、
本
稿
全

体
の
問
い
の
答
え
へ
と
辿
り
つ
き
た
い
。

２

久
保
田
万
太
郎
の
創
作
に
お
け
る
関
東
大
震
災

伝
記
的
な
事
実
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

大
正
十
二
年
（
三
十
五
歳
）

〔
略
〕
八
月
、
か
ね
て
構
想
中
だ
つ
た

戯
曲
〝
あ
ぶ
ら
で
り
〟
の
は
じ
め
の
一
ト
幕
だ
け
書
い
て
、
そ
れ
が
〝
改

造
〟
に
載
つ
た
途
端
に
来
た
の
が
、
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
だ
つ
た
。

両
親
の
一
家
、
お
よ
び
、
ぼ
く
た
ち
親
子
三
人
は
、
北
三
筋
町
の
家
を

焼
け
だ
さ
れ
た
(3)

久
保
田
万
太
郎
は
三
十
五
歳
の
時
に
、
当
時
の
浅
草
の
家
を
「
震
災
」
で

失
い
、
そ
れ
か
ら
日
暮
里
へ
と
移
り
住
む
。
万
太
郎
の
伝
記
的
な
研
究
の
な
か

で
は
芥
川
龍
之
介
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
日
暮
里
の

時
代
に
つ
い
て
、
彼
は
後
に
「
私
の
一
生
で
の
い
ゝ
生
活
だ
つ
た
。
う
そ
の
な
い

生
活
だ
つ
た
。
美
し
い
生
活
だ
つ
た
」

と
振
り
返
っ
て
い
る
。「
震
災
」
に
あ

(4)

っ
て
家
族
と
共
に
逃
れ
て
き
た
見
知
ら
ぬ
土
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
充
実
し

た
時
間
を
思
い
が
け
ず
得
た
彼
は
戯
曲
『
大
寺
学
校
』（
一
九
二
七
）
、
小
説

『
春
泥
』（
一
九
二
八
）
な
ど
代
表
作
と
さ
れ
る
作
品
を
こ
の
地
で
執
筆
し
て

い
る
。

加
え
て
、
万
太
郎
と
「
震
災
」
に
関
連
し
て
の
伝
記
的
事
実
で
押
さ
え
て

お
き
た
い
の
は
、
彼
が
大
正
七
年
（
三
十
歳
）
の
と
き
に
火
事
に
あ
っ
て
家
を

失
い
、
昭
和
二
十
年
（
五
十
七
歳
）
五
月
の
空
襲
で
再
び
家
を
失
っ
て
い
る
と

い
う
被
災
の
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
震
災
」
の
話
に
絞
る
た
め
他
の
罹
災

経
験
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
が

、
万
太
郎
は
こ
の
よ
う
に
三
度
の
火
に
よ
る

(5)

厄
災
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
彼
の
（
特
に
戦
後
の
）「
震
災
」
と
の
関

係
に
影
響
を
与
え
て
い
く
。
で
は
、
そ
う
し
た
彼
の
創
作
お
け
る
「
震
災
」
と

の
関
わ
り
方
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
俳
句
、
小
説
、

戯
曲
、
そ
れ
か
ら
補
足
的
に
随
筆
の
順
に
全
体
像
を
見
て
み
よ
う
。

俳
句
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
降
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
ま
ず
の
こ
さ
れ
て
い

る
実
際
の
句
と
創
作
年
を
左
に
挙
げ
て
み
る
。

秋
風
や
水
に
落
ち
た
る
空
の
色

（
一
九
二
三
）

「
大
地
震
の
あ

と
駒
込
の
さ
る
方
に
立
退
き
半
月
あ
ま
り
す
ご
す
。
夏
、
夢
の
間
に

去
る
」
の
前
書
。

一
ト
む
か
し
ま
へ
う
ち
語
る
切
子
か
な

（
一
九
三
五
）

「
震
災
の
お
も

い
で
と
や
」
の
前
書
。

ま
た
九
月
一
日
来
る
秋
の
蝉

（
一
九
三
八
～
四
二
）

震
災
忌
雲
群
る
ゝ
夜
と
な
り
に
け
り

（
一
九
三
九
）

波
の
音
を
り
を
り
ひ
ゞ
き
震
災
忌

（
一
九
三
九
～
四
二
）

(6)

か
ま
く
ら
の
月
の
ひ
か
り
や
震
災
忌

（
一
九
三
九
～
四
二
）

震
災
忌
向
あ
う
て
蕎
麦
啜
り
け
り

（
一
九
六
〇
）

以
上
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
を
用
い
た
俳
句
が
四
句
、
ま
た
前
書
き
や

内
容
か
ら
「
震
災
」
と
の
関
連
が
明
白
な
句
が
三
句
の
計
七
句
が
確
認
で
き
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る
。
一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
万
太
郎
の
俳
句
に
お
い
て
「
震
災
」
は
直
接

的
に
詠
ま
れ
て
い
な
い

。
俳
句
の
創
作
時
期
も
一
九
二
三
年
の
句
は
一
句
の

(7)

み
で
あ
る
し
、
多
く
は
過
去
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語

を
用
い
な
が
ら
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
の
分
析
は
次
節
に
す
る
と
し
て
、

次
に
小
説
の
全
体
像
を
見
て
み
る
。

小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
も
、
万
太
郎
は
「
震
災
」
を
直
接
的
に
は
書
い
て

い
な
い
。
関
連
す
る
作
品
名
と
概
要
を
提
示
し
て
み
る
。

『
春
泥
』（
一
九
二
八
）

関
東
大
震
災
の
年
の
師
走
の
東
京
を
舞
台
に

変
化
す
る
町
、
人
情
を
書
く
。

『
東
海
道
』（
一
九
三
五
）

一
九
三
三
年
の
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月

一
日
に
か
け
て
の
語
り
手
の
陰
鬱
な
心
情
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
う
し
ろ
か
げ
』（
一
九
五
〇
）

「
震
災
」
を
き
っ
か
け
に
思
い
が
け
な

い
人
間
関
係
が
結
ば
れ
て
い
く
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。

『
鷗
外
よ
り
も
…
…
』（
一
九
五
三
）

万
太
郎
と
重
ね
ら
れ
る
人
物
が

三
度
の
火
の
災
い
（
火
事
、
震
災
、
戦
災
）
を
語
る
。
関
東
大
震
災
に

つ
い
て
短
く
も
避
難
経
路
な
ど
当
時
の
具
体
的
記
述
が
あ
る
の
が
珍
し

い
。

『
火
事
息
子
』（
一
九
五
六
‐
五
七
）

短
い
記
述
で
は
あ
る
が
当
時
の

焼
野
原
を
歩
く
男
が
書
か
れ
て
い
る
。「
つ
ま
り
、
浅
茅
ケ
原
の
む
か

し
に
返
つ
た
ん
だ
…
…
」

。
(8)

関
東
大
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
「
震
災
」
は
小
説
に
見
ら
れ
ず
、
一
九
二
八

年
の
『
春
泥
』
以
降
、
作
中
人
物
の
台
詞
や
設
定
に
意
識
さ
れ
は
じ
め
る
。

一
九
二
三
年
時
の
記
述
は
『
東
海
道
』（
一
九
三
五
）
を
別
に
す
れ
ば
、
戦
後

に
な
っ
て
『
鷗
外
よ
り
も
…
…
』『
火
事
息
子
』
等
で
回
想
の
か
た
ち
で
、
断

片
的
で
は
あ
る
が
漸
く
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
、
先
に
挙

げ
た
俳
句
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
小
説
で
も
関
わ
り
の
度
合
い
の

差
は
あ
れ
ど
「
震
災
」
後
の
変
化
し
て
い
く
東
京
で
生
活
す
る
人
々
の
心
情
が

書
か
れ
て
お
り
、
作
品
名
の
み
列
挙
す
る
と
、『
月
あ
か
り
』（
一
九
三
三
）『
町

中
』（
一
九
三
三
）
『
余
白
』（
一
九
三
五
）
『
青
葉
木
菟
』（
一
九
三
六
）
『
川
』

（
一
九
四
二
）
『
樹
蔭
』（
一
九
四
四
）
『
す
ゞ
め
い
ろ
ど
き
』（
一
九
四
八
）
『
市

井
人
』（
一
九
四
九
）『
モ
デ
ル
と
作
者
』（
一
九
五
〇
）『
柴
又
』（
一
九
五
〇
）

『
い
き
の
こ
り
』（
一
九
五
二
）『
三
の
酉
』（
一
九
五
五
）
『
鳥
、
雲
に
』（
一
九

五
六
）『
む
か
し
の
仲
間
』（
一
九
五
七
）
が
そ
れ
に
当
た
る
。

戯
曲
で
は
『
露
深
く
』（
一
九
二
五
）
が
、「
震
災
」
後
間
も
な
い
東
京
を
舞

台
に
し
て
い
る
。
こ
の
戯
曲
が
万
太
郎
唯
一
の
関
東
大
震
災
を
直
接
題
材
に
し

た
創
作
で
あ
り
、
作
者
自
身
「
そ
の
時
の
〝
記
録
〟
で
あ
る
、
こ
の
作
は
…
…

と
い
つ
た
つ
て
、
勿
論
空
想
六
分
の
、
ほ
ん
と
の
こ
と
四
分
だ
が
、
作
者
自
身
、

書
い
て
置
い
て
よ
か
つ
た
と
い
ま
も
つ
て
思
つ
て
る
作
品
で
あ
る
」
と
記
し
て
い

る

。
(9)戯

曲
全
体
の
特
徴
と
し
て
、
小
説
の
よ
う
に
「
震
災
」
後
を
意
識
し
て
書

か
れ
た
作
品
は
少
な
く
、
逆
に
「
震
災
」
前
を
舞
台
と
す
る
作
品
が
多
い
。

例
え
ば
『
通
り
雨
』（
一
九
二
六
）
に
対
し
て
作
者
は
「
震
災
で
焼
亡
し
た
〝
浅

草
〟
の
町
々
を
…
…
そ
の
町
々
の
善
良
な
居
住
者
た
ち
を
し
の
ん
で
の
作
の
一

つ
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
戯
曲
で
は
他
に
、『
一
周
忌
』（
一
九

(10)

二
八
）『
蛍
』（
一
九
三
五
）、『
東
京
の
ゆ
く
へ
』（
一
九
三
八
、
瀬
戸
英
一
原
作
）

『
鷗
』（
一
九
四
九
）『
火
事
息
子
』（
一
九
六
一
）『
遅
ざ
く
ら
』（
一
九
六
二
）

で
も
若
干
で
は
あ
る
が
「
震
災
」
に
言
及
し
て
い
る
。
水
上
滝
太
郎
の
『
銀
座

復
興
』
の
劇
化
（
一
九
四
四
）
も
有
名
で
あ
る
。

万
太
郎
の
創
作
全
体
に
お
け
る
「
震
災
」
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

彼
の
小
説
に
お
け
る
「
震
災
」
は
当
時
の
記
録
で
は
な
く
、「
震
災
」
後
を
生
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き
る
人
々
に
関
心
の
中
心
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
先
行
研
究
が

個
別
の
作
品
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
戯
曲
で

は
「
震
災
」
前
の
東
京
を
舞
台
に
設
定
し
、
失
わ
れ
た
町
の
人
々
を
書
こ
う

と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
創
作
全
体
に
お
け
る
「
震
災
」
の
扱
い

と
し
て
、
後
年
に
空
襲
を
体
験
し
て
か
ら
は
、「
震
災
」
と
「
戦
災
」
が
同
じ

火
の
記
憶
と
し
て
、
加
え
て
「
震
災
」「
戦
災
」
以
前
の
自
身
の
家
の
火
事
の

記
憶
も
重
ね
て
並
列
的
に
語
ら
れ
る
点
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

な
お
、
俳
句
、
小
説
、
戯
曲
の
ほ
か
に
随
筆
で
も
『
二
度
あ
る
こ
と
は
三

度
目
の
こ
と
』（
一
九
四
六
）
等
に
「
震
災
」
の
話
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
か
で
も
『
雷
門
以
北
』（
一
九
二
七
）
で
は
「
古
い
浅
草
」
と
「
新
し
い
浅

草
」
が
対
比
さ
れ
、「
新
し
い
浅
草
」
で
は
「
震
災
」
の
二
字
が
不
必
要
な
ほ

ど
の
世
相
の
変
化
に
作
者
は
驚
い
て
い
る

。
そ
の
他
、
随
筆
で
は
『
枯
野
』（
一

(11)

九
二
四
）
、
『
ぼ
く
が
三
十
五
の
と
き
』（
一
九
五
八
）
に
は
「
震
災
」
直
後
の

万
太
郎
の
具
体
的
な
状
況
及
び
行
動
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
概
観
で
は
あ
る
が
、
万
太
郎
の
創
作
全
体
と
「
震
災
」
の
関
係

に
つ
い
て
そ
の
全
体
像
を
提
示
し
て
き
た
。
次
節
で
は
そ
う
し
た
多
様
な
「
震

災
」
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
も
俳
句
に
焦
点
を
当
て
、
彼
の
俳
句
と
「
震
災
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
み
た
い
。

３

久
保
田
万
太
郎
の
俳
句
と
関
東
大
震
災

―
河
東
碧
梧
桐
の
「
震
災
」
俳
句
と
比
較
し
て

久
保
田
万
太
郎
の
俳
句
と
「
震
災
」
の
関
わ
り
方
を
探
る
に
当
た
り
、
比

較
と
し
て
河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
‐
一
九
三
七
）
の
「
震
災
」
俳
句
か
ら
考

え
て
み
た
い
。
碧
梧
桐
は
高
浜
虚
子
と
同
様
に
正
岡
子
規
の
弟
子
か
つ
友
人
で

あ
っ
た
人
物
で
、
明
治
後
半
の
一
時
期
は
虚
子
以
上
に
俳
句
の
改
革
の
中
心

に
位
置
し
て
い
た
。
で
は
、
彼
の
「
震
災
」
俳
句
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

「
震
災
雑
詠
」

と
題
さ
れ
た
十
八
句
に
は
次
の
よ
う
な
句
が
並
ん
で
い
る
。

(12)

松
葉
牡
丹
の
む
き
出
し
な
茎
が
よ
れ
て
倒
れ
て

ず
り
落
ち
た
瓦
ふ
み
平
ら
す
人
ら

両
手
に
掲
げ
た
バ
ケ
ツ
の
空
ら
な

山
蟻
が
あ
る
く
壁
土
と
掃
く

焼
跡
を
行
く
飜
へ
る
干
し
物
の
白
布

塀
の
倒
れ
た
家
の
柚
子
の
木
桑
の
木

引
用
は
十
八
句
の
う
ち
の
六
句
で
あ
る
。
五
・
七
・
五
の
季
語
付
き
の
俳

句
で
は
な
く
碧
梧
桐
独
自
の
律
を
と
り
な
が
ら
も
、
題
材
や
写
生
的
な
描
写

は
子
規
以
降
の
俳
句
の
特
徴
を
備
え
、
流
通
す
る
「
震
災
」
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
る
情
景
を
表
現
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
俳
壇
の
中
心
で
あ
っ
た

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
と
の
比
較
で
は
な
く
、
な
ぜ
碧
梧
桐
の
句
を
比
較
の
対

象
と
し
て
検
討
す
る
の
か
。
そ
れ
は
単
純
に
、
高
浜
虚
子
を
中
心
と
す
る
「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
派
の
俳
人
は
虚
子
が
「
震
災
」
そ
の
も
の
を
詠
む
こ
と
に
難
を
示

し
た
こ
と
も
あ
り
、
創
作
に
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

派
で
は
例
外
的
に
、
当
時
の
東
京
市
長
永
田
青
嵐
（
一
八
七
六
‐
一
九
四
三
）

が
ま
と
ま
っ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
が（「
焼
け
て
尚
芽
ぐ
む
力
や
棕
梠
の
露
」等
）、

全
体
に
「
震
災
」
そ
の
も
の
を
俳
句
で
捉
え
よ
う
と
し
た
俳
人
は
少
数
派
で

あ
っ
た

。
(13)

碧
梧
桐
の
「
震
災
」
俳
句
の
特
徴
に
戻
る
と
、
彼
の
句
は
定
型
か
ら
離
れ

な
が
ら
も
、
詠
み
方
は
目
で
見
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
俳
句
に
す
る
素
朴
な
意

味
で
の
写
生
の
方
法
で
貫
か
れ
て
お
り
、
後
で
挙
げ
る
万
太
郎
の
句
と
対
照
的

で
あ
る
。
碧
梧
桐
の
「
震
災
」
俳
句
は
、
時
に
季
語
も
使
わ
れ
て
い
る
が
季
は
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中
心
で
は
な
く
、
経
験
し
て
い
る
事
実
や
小
さ
な
も
の
に
重
き
が
置
か
れ
、
細

部
の
描
写
と
韻
律
の
工
夫
に
よ
っ
て
眼
前
の
現
実
を
捉
え
て
い
る
。
例
え
ば
「
松

葉
牡
丹
の
む
き
出
し
な
茎
が
よ
れ
て
倒
れ
て
」
の
句
は
、
碧
梧
桐
が
同
時
期
に

書
い
た
「
大
震
災
日
記
」
に
お
け
る
「
松
葉
牡
丹
の
真
紅
に
燃
え
る
花
が
、

足
も
と
に
咲
き
か
か
つ
て
ゐ
る
」

と
い
う
散
文
と
比
較
す
る
と
、
俳
句
と
し

(14)

て
の
効
果
が
わ
か
る

。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
碧
梧
桐
の
句
と
比
較
し
て
万

(15)

太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

次
の
引
用
は
現
代
の
俳
人
、
小
澤
實
と
高
柳
克
弘
と
の
対
談
（「
万
太
郎
を

通
じ
て
出
会
う
俳
句
」）
で
あ
る
。

〔
万
太
郎
の
「
な
つ
じ
ほ
の
音
た
か
く
訃
の
い
た
り
け
り
」
を
巡
っ
て
〕

小
澤

〔
略
〕
万
太
郎
は
、
虚
子
、
秋
桜
子
、
湘
子
の
間
合
い
と
は
違

う
。
秋
桜
子
は
万
太
郎
と
と
も
に
句
会
を
楽
し
ん
で
い
て
、
大
変
近
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
表
現
の
方
向
が
違
い
ま
す
。

高
柳

写
生
を
す
る
と
い
う
方
向
で
す
ね
。

小
澤

そ
う
で
す
。
季
語
は
実
の
言
葉
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
、

万
太
郎
の
「
な
つ
じ
ほ
」
は
、「
音
た
か
く
」
と
い
う
語
を
導
き
出
す
た

め
の
序
詞
の
よ
う
な
言
葉
に
な
っ
て
い
て
、
虚
の
言
葉
な
ん
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
季
語
が
こ
の
句
の
中
心
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
季
語
の
使
い

方
を
し
て
い
る
人
は
、
近
代
の
虚
子
系
の
俳
句
で
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

高
柳

写
生
で
も
な
い
し
、「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
よ
う
に
季
題
中
心
で
も

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
万
太
郎
独
特
で
す
。
(16)

こ
の
対
談
で
は
、
万
太
郎
の
俳
句
全
般
の
特
徴
が
話
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
句

は
季
題
中
心
で
は
な
い
し
（
こ
の
点
は
碧
梧
桐
と
同
様
で
あ
る
）
、
写
生
中
心
で

も
な
い
（
よ
っ
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
と
も
碧
梧
桐
と
も
異
な
る
）
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
季
語
で
は
な
く
季
題
と
い
う
こ
と
ば
の
使
用
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

派
の
俳
人
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
題
が
持
っ
て
い
る
歴
史
的
な
意
味
に
ふ

さ
わ
し
い
俳
句
を
詠
も
う
と
い
う
創
作
姿
勢
が
背
景
に
あ
る
。
一
方
、
こ
の
対

話
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
「
虚
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
り
、
次
に
こ
の

「
虚
」
を
意
識
し
な
が
ら
万
太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
を
鑑
賞
し
て
み
よ
う
。

秋
風
や
水
に
落
ち
た
る
空
の
色

（
一
九
二
三
）

「
大
地
震
の
あ
と
駒

込
の
さ
る
方
に
立
退
き
半
月
あ
ま
り
す
ご
す
。
夏
、
夢
の
間
に
去
る
」

の
前
書
。

既
に
前
節
で
も
挙
げ
た
こ
の
句
で
は
、
季
語
が
「
虚
」
の
こ
と
ば
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
秋
風
が
「
実
」
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
「
水
に

落
ち
た
る
空
」
を
詠
む
の
で
は
な
く
、
現
実
に
あ
る
「
水
に
落
ち
た
る
空
の

色
」
を
表
現
す
る
た
め
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
秋
風
」
が
用
意
さ
れ
る
と

い
う
趣
向
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
句
は
秋
風
に
気
づ
き
、
そ
れ
か
ら
水
に
落
ち

て
い
る
空
の
色
が
秋
の
空
の
色
だ
と
気
づ
い
た
句
と
も
読
み
得
る
。
そ
の
場
合

も
、「
震
災
」
を
伝
え
る
前
書
と
、
色
の
な
い
風
、
そ
し
て
水
に
映
る
空
の
色

と
い
う
儚
い
も
の
（
限
り
な
く
「
虚
」
に
近
い
「
実
」）
が
取
り
合
わ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
大
地
震
か
ら
そ
の
句
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
不
確
か
さ
が
表
現
さ
れ

る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
万
太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
に
は
、
碧
梧
桐
の
句
の
よ

う
に
「
震
災
」
そ
の
も
の
を
伝
え
る
意
図
は
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
で
は
万
太
郎

の
俳
句
に
と
っ
て
の
「
震
災
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
万
太
郎
の
俳
句
に
お
け
る
「
震
災
」
と
の
関
わ
り
方
を
理
解
す
る
に

当
た
り
、
彼
の
小
説
に
お
け
る
「
震
災
」
の
意
味
と
類
比
さ
せ
て
み
た
い
。
次

の
引
用
は
、
小
説
『
う
し
ろ
か
げ
』（
一
九
五
〇
）
の
冒
頭
、「
何
が
う
そ
で
何

が
ほ
ん
と
の
寒
さ
か
な
」
と
い
う
句
が
詠
ま
れ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
句
を
詠

む
登
場
人
物
は
関
東
大
震
災
前
に
は
酒
屋
を
営
み
、
今
は
焼
け
あ
と
に
「
一
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け
ん
の
、
う
そ
に
も
き
ま
つ
た
」

お
で
ん
屋
を
開
い
て
い
る
男
で
、
俳
句
は

(17)

そ
の
女
房
と
の
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
の
う
ち
に
彼
の
口
に
上
る
。
そ
の
冒
頭

の
場
面
を
見
て
み
る
。

―
を
か
し
な
も
ん
だ
ナ
。
…
…
こ
ん
な
も
の
な
ん
だ
ナ
、
世
の
中
つ
て

も
の
は
…
…
〔
略
〕

―
何
が
？
…
…

と
、
女
房
は
、
や
つ
が
し
ら
の
皮
を
剥
き
な
が
ら
聞
き
と
が
め
ま
し
た
。

―
何
が
つ
て
さ
、
お
前
、
苦
し
ま
ぎ
れ
に
は
じ
め
た
喰
ひ
も
の
や
商
売

が
、
さ
。〔
略
〕

―
で
も
、
あ
た
し
、
ま
さ
か
お
で
ん
や
の
お
か
み
さ
ん
に
な
ら
う
と
は

思
は
な
か
つ
た
わ
。
…
…
う
そ
か
ら
で
た
ま
こ
と
つ
て
い
ふ
ん
で
せ
う

ね
、
こ
れ
？

―
で
も
、
七
段
目
の
お
か
る
は
い
つ
た
ゾ
。
…
…
ま
こ
と
か
ら
で
た
、

み
ん
な
、
う
そ
、
う
そ
、
と
ね
…
…

―
お
つ
母
さ
ん
と
坊
や
が
帰
つ
て
来
た
ら
、
驚
く
だ
ら
う
と
思
つ
て
ね
、

さ
ぞ
…
…

―
だ
か
ら
、
帰
つ
て
来
た
ら
、
べ
つ
に
住
は
せ
る
さ
。

―
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
？
…
…

―
い
ま
、
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
。
…
…
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
が
、
あ
と

半
年
も
し
た
ら
で
き
る
…
…

―
ほ
ん
と
？
…
…

―
何
が
う
そ
で
、
な
に
が
ほ
ん
と
の
、
寒
さ
か
な
…
…

ヒ
ョ
イ
と
、
そ
の
と
き
、
か
う
し
た
句
が
わ
た
く
し
の
口
に
上
り
ま

し
た
。
(18)

『
う
し
ろ
か
げ
』
に
お
い
て
「
な
に
が
う
そ
で
な
に
が
ほ
ん
と
の
寒
さ
か
な
」

と
い
う
俳
句
が
詠
ま
れ
る
右
記
の
場
面
に
は
、
万
太
郎
の
創
作
に
お
け
る
「
震

災
」
の
意
味
が
凝
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
俳
句
を
つ
く
る
人
物
は
、「
震
災
」

前
の
生
活
が
夢
の
よ
う
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
今
お
で
ん
屋
を
営
ん

で
生
き
て
い
る
自
分
た
ち
の
生
活
が
、
ま
る
で
「
う
そ
」
の
よ
う
だ
と
感
じ
て

い
る

。
そ
の
感
覚
は
、「
虚
実
不
分
明
の
感
覚
」
と
で
も
名
付
け
得
よ
う
か
。

(19)

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
虚
」
と
「
実
」
が
わ
か
ら
な
く
な
る
感
覚
を
つ
く
る
の

が
、
万
太
郎
の
創
作
に
お
け
る
「
震
災
」
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
意

識
し
て
、
次
に
「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
が
用
い
ら
れ
た
「
震
災
忌
向
あ
う

て
蕎
麦
啜
り
け
り
」
の
句
を
鑑
賞
し
て
み
る
。

こ
の
句
の
場
合
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
が
「
虚
」
で
、
向
き
合
っ
て
蕎

麦
を
啜
っ
て
い
る
光
景
が
「
実
」
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
も
で
き

る
が
、『
う
し
ろ
か
げ
』
に
書
か
れ
た
「
虚
」
と
「
実
」
の
感
覚
を
思
い
出
し
、

「
向
あ
う
て
蕎
麦
啜
り
け
り
」
の
現
在
に
「
虚
」
の
感
覚
を
読
み
取
っ
て
み
る
。

誰
か
と
向
き
合
っ
て
蕎
麦
を
啜
っ
て
い
る
。
蕎
麦
は
「
震
災
」
前
と
何
ら
変
わ

ら
な
い
日
常
の
食
べ
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
変
の
よ
う
に
見
え
る
日
常

こ
そ
が
「
う
そ
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
万
太
郎
の
「
震
災
」

後
の
感
覚
（
『
う
し
ろ
か
げ
』
や
同
句
が
書
か
れ
た
の
が
戦
後
で
あ
る
こ
と
を
思
う

と
「
戦
災
」
後
の
感
覚
で
も
あ
る
」）
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
先
行
論
が
万
太

郎
の
小
説
に
対
し
て
強
調
し
て
き
た
「
震
災
」
後
の
変
化
以
上
に
見
せ
か
け
の

不
変
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
不
安
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
万
太
郎
は
「
実
」
の
一
辺
倒
に
な
り
が
ち
な
「
震
災
」
俳
句

に
「
虚
」
の
感
覚
を
与
え
て
い
る
。
写
生
の
俳
句
が
「
震
災
」
そ
の
も
の
を
伝

え
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
万
太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
は
広
い
意
味
で
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
導
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
句
は
「
震
災
」
と
「
虚
」
の
関
係
の

是
非
を
問
う
早
期
の
事
例
と
し
て
も
見
出
し
得
る
の
で
あ
る

。
(20)
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そ
し
て
、
万
太
郎
も
用
い
た
「
震
災
忌
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
そ
の
後
、

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
も
含
め
て
多
く
の
俳
人
た
ち
が
使
用
す
る
季
語
と
し
て
定

着
し
て
い
く
。
次
節
で
は
万
太
郎
を
含
む
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
共
通
の
「
震

災
」
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
震
災
忌
」
を
用
い
た
俳
句
を
対

象
に
そ
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

４

「
震
災
忌
」
と
い
う
作
法

左
の
引
用
は
、『
図
説
大
俳
句
歳
時
記
』
で
「
震
災
忌
」

と
引
い
て
出
て

(21)

く
る
例
句
十
四
句
の
う
ち
、
前
半
の
七
句
で
あ
る
。

震
災
記
念
日

仲

震
災
忌

防
災
の
日

解
説

〔
略
〕

考
証

『
纂
修
歳
時
記
』（
大
正
一
五
）
に
「
黙
禱
に
響
く
午
砲
や
震
災

忌

泉
園
」
の
句
を
所
出
。

江
東
に
ま
た
帰
り
住
み
震
災
忌

大
橋
越
央
子

「
市
谷
台
」

万
巻
の
書
の
ひ
そ
か
な
り
震
災
忌

中
村
草
田
男

「
長
子
」

震
災
忌
は
た
ち
余
り
の
道
路
工

石
塚
友
二

「
光
塵
」

ぬ
れ
そ
ぼ
ち
さ
さ
ぐ
る
花
も
震
災
忌

武
石
佐
海

（
雲
母
）

わ
が
知
れ
る
阿
鼻
叫
喚
や
震
災
忌

京
極
杞
陽

「
但
馬
住
」

震
災
忌
ゆ
さ
ゆ
さ
百
日
紅
の
飛
び
火

伊
丹
三
樹
彦

（
青
玄
）

家
ぬ
ち
を
や
ん
ま
が
抜
け
る
震
災
忌

皆
川
白
陀

（
鶴
）
(22)

「
震
災
」
直
後
に
は
作
句
に
否
定
的
で
あ
っ
た
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
か
ら
も

「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
に
託
し
て
多
様
な
俳
句
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

。
な

(23)

か
で
も
目
立
つ
の
は
、
京
極
杞
陽
が
「
わ
が
知
れ
る
阿
鼻
叫
喚
や
震
災
忌
」
と

詠
む
よ
う
に
、「
震
災
忌
」
に
適
し
た
「
実
」
の
情
景
・
心
情
を
取
り
合
わ
せ

た
句
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
万
太
郎
の
「
震
災
忌
」
の
句
を
思
い
出
す
と
、「
震
災
忌
向

あ
う
て
蕎
麦
啜
り
け
り
」「
震
災
忌
雲
群
る
ゝ
夜
と
な
り
に
け
り
」「
波
の
音

を
り
を
り
ひ
ゞ
き
震
災
忌
」「
か
ま
く
ら
の
月
の
ひ
か
り
や
震
災
忌
」
の
四
句

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
か
ら
連
想
さ
れ
る
情
景
・
心

情
を
付
け
る
よ
り
、
敢
え
て
離
れ
た
日
常
的
な
景
を
付
け
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
が
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
を
使
用
し
て
「
震
災
」
と
関
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
点
で
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
の
俳
人
た
ち
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ

で
は
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
に
託
し
て
詠
み
連
ね
て
い
く
無
数
の
俳
句
は

「
震
災
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
の
か
。

「
震
災
忌
」
は
季
語
と
し
て
定
着
し
、
今
で
も
毎
年
多
く
の
俳
句
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
雑
誌
『
週
刊
金
曜
日
』
が
二
〇
一
八
年
に
「
震
災
忌
」

を
兼
題
と
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
一
五
四
句
が
集
ま
り
、
そ
れ
ら
の
句
は

今
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
で
あ
る

。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
数

(24)

で
、
小
規
模
の
雑
誌
の
応
募
で
も
百
句
以
上
が
「
震
災
忌
」
に
託
し
て
集
ま
っ

て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
結
社
や
多
数
の
句
会
及
び
新
聞
雑
誌
の
投
句

欄
の
存
在
を
想
像
す
る
な
ら
、
大
変
な
数
の
関
東
大
震
災
関
連
の
句
が
今
も

年
々
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
震
災
忌
」
と
い
う
五
音
に
付
け
る
十

二
音
の
こ
と
ば
を
俳
句
作
家
た
ち
は
さ
が
し
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
で
、
こ
う
し

た
営
為
に
よ
っ
て
「
震
災
」
は
一
九
二
三
年
九
月
一
日
と
い
う
直
線
的
な
時

間
の
一
点
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
る
と
同
時
に
巡
る
も
の
、「
行
き
か
ふ
」
出

来
事
へ
と
変
じ
て
い
く
。

「
震
災
」
そ
の
も
の
を
俳
句
に
詠
む
こ
と
に
は
、
細
部
へ
の
注
目
や
即
興
性

と
い
う
特
徴
に
よ
る
鮮
烈
な
「
震
災
」
イ
メ
ー
ジ
の
保
存
等
、
様
々
な
利
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
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「
震
災
」
の
独
自
の
関
係
を
求
め
る
な
ら
ば
、
季
語
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
季
語
の
存
在
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
俳
句
で
あ
っ
て
も
先
に
詠
ま
れ
た

句
、
後
に
詠
ま
れ
る
句
と
連
環
す
る
の
で
あ
り
、
殊
に
「
震
災
忌
」
の
よ
う

な
季
語
の
定
着
は
、
何
千
何
万
の
「
震
災
俳
句
」
の
連
な
り
を
つ
く
り
得
る

の
で
あ
る
。

５

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
久
保
田
万
太
郎
の
創
作
全
体
と
「
震
災
」
と
の
関
わ
り
の
概
観

を
捉
え
、
彼
の
「
震
災
」
俳
句
の
特
徴
、
ま
た
、
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
自
体

が
「
震
災
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
の
か
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
に

注
目
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。

万
太
郎
の
創
作
と
「
震
災
」
の
関
係
か
ら
ま
と
め
る
と
、
そ
の
創
作
に
お
い

て
「
震
災
」
は
直
接
的
に
扱
わ
れ
る
素
材
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
作
品
で

過
去
と
今
、「
実
」
と
「
虚
」
の
境
界
と
し
て
の
意
味
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。

ジ
ャ
ン
ル
別
に
見
る
と
、
小
説
に
て
「
震
災
」
後
を
、
戯
曲
に
て
「
震
災
」
前

を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
震
災
」
の
心
理
的
な
切
断
面
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
そ
の
境
を
越
え
た
今
の
時
間
が
「
虚
」
で
あ
る
と
い
う
感
覚
は
彼
の
創

作
に
通
底
し
て
お
り
、
俳
句
の
鑑
賞
に
も
解
釈
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
俳
句
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
「
震
災
」
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
の

か
に
つ
い
て
は
前
節
で
提
起
し
た
よ
う
に
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
の
定
着

こ
そ
が
俳
句
と
「
震
災
」
の
関
わ
り
を
継
続
的
に
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
要
素

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
が
歳
時
記
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
は
、
俳
句
が
「
震
災
」
を
季
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

厄
災
に
対
し
て
の
個
々
の
俳
人
に
よ
る
こ
と
ば
さ
が
し
の
場
（
座
）
が
で
き
る

こ
と
、
向
き
合
う
時
が
生
じ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
俳
句
は
先
行
す
る
句
を
意

識
し
て
類
想
を
避
け
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
た
め
、
作
句
す
る
各
々
は
自
分
な

り
に
大
い
な
る
厄
災
に
対
す
る
こ
と
ば
を
探
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、

自
ら
の
生
活
や
現
実
に
見
た
も
の
だ
け
で
な
く
、「
虚
」
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

「
震
災
忌
」
に
付
く
こ
と
ば
を
探
し
、
そ
の
「
虚
」
を
含
む
こ
と
ば
と
「
震

災
忌
」
を
結
ぶ
久
保
田
万
太
郎
の
姿
勢
は
、
現
在
と
未
来
の
「
震
災
」
俳
句

を
考
え
る
際
に
も
思
い
出
す
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

注

千
葉
正
昭
「
役
割
と
し
て
の
震
災
・
新
派

―
久
保
田
万
太
郎
『
春
泥
』
小

1
解
」『
大
正
文
学
４
』
一
九
九
二
年
一
〇
月
。
後
に
『
記
憶
の
風
景

久
保
田
万

太
郎
の
小
説
』（
武
蔵
野
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
「
素
材
と
し
て
の
震
災
・
新

派
」
の
題
目
で
収
載
、
引
用
は
『
記
憶
の
風
景
』
一
五
三
頁
。

古
郡
康
人
「「
市
井
人
」「
う
し
ろ
か
げ
」
論

―
戦
後
の
久
保
田
万
太
郎
」『
三

2
田
文
学
の
系
譜
』
中
村
三
代
司
・
松
村
友
視
編
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
。

丸
山
徹
「
銀
座
復
興
」「
三
田
学
会
雑
誌
」
一
〇
七
巻
二
号
、
二
〇
一
四
年
七

月
。久

保
田
万
太
郎
「
明
治
二
十
二
年

―
昭
和
三
十
三
年
…
…
」（
一
九
五
七
）

3
『
久
保
田
万
太
郎
全
集

第
十
五
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
六
五
七

頁
。「

無
言
」（
一
九
四
三
）
前
掲
全
集
第
十
一
巻
、
一
九
七
五
年
、
四
〇
三
頁
。

4

久
保
田
万
太
郎
の
文
学
に
お
け
る
空
襲
に
つ
い
て
は
、
石
川
巧
「
久
保
田
万
太

5
郎
に
お
け
る
〈
空
襲
〉」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
一
四
号
、
二
〇

一
四
年
九
月
）
に
詳
し
い
。



161

「
波
の
音
を
り
を
り
ひ
ゞ
き
震
災
忌
」
と
「
か
ま
く
ら
の
月
の
ひ
か
り
や
震
災
忌
」

6
の
句
は
、
初
出
の
「
三
人
冗
語
（
二
）」（『
俳
句
研
究
』
一
九
三
九
年
一
〇
月
）

の
時
点
で
は
、「
波
音
の
を
り
を
り
ひ
ゞ
き
震
災
忌
」「
鎌
倉
の
月
の
ひ
か
り
や
震

災
忌
」。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
万
太
郎
の
俳
句
は
す
べ
て
『
久
保
田
万
太
郎
全

句
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。

戦
災
に
対
し
て
は
「
あ
さ
が
ほ
や
は
や
く
も
ひ
ゞ
く
哨
戒
機
」「
柊
の
花
や
空
襲

7
警
報
下
」、
そ
の
他
の
厄
災
に
対
し
て
も
万
太
郎
は
「
焼
け
あ
と
の
ま
だ
そ
の
ま
ま

に
師
走
か
な
」「
秋
出
水
、
牛
、
馬
、
死
ん
で
な
が
れ
け
り
」
の
よ
う
な
句
を
詠

ん
で
い
る
。

前
掲
全
集
第
四
巻
、
一
九
七
五
年
、
三
四
九
頁
。

8
「
好
学
社
版
『
久
保
田
万
太
郎
全
集
』
後
記
」
前
掲
全
集
第
十
五
巻
、
三
二
九

9
頁
。前

掲
全
集
第
十
五
巻
、
三
三
〇
頁
。『
通
り
雨
』
に
限
ら
ず
、「
震
災
」
に
言

10
及
が
な
く
と
も
「
震
災
」
を
意
識
し
て
い
る
作
品
が
多
い
こ
と
は
万
太
郎
自
身
が

述
べ
て
お
り
（「
町
々
…
…
人
々
…
…
」
全
集
第
十
巻
、
一
九
七
五
年
、
一
四
八

頁
）、
そ
う
し
た
明
記
さ
れ
て
い
な
い
影
響
関
係
を
読
み
解
く
こ
と
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

「
雷
門
以
北
」
前
掲
全
集
第
十
巻
、
三
二
頁
。

11
『
河
東
碧
梧
桐
全
句
集
』
栗
田
靖
編
、
蝸
牛
社
、
一
九
九
二
年
、
四
〇
七
‐
四

12
〇
八
頁
。

『
永
田
青
嵐
句
集
』
新
樹
社
、
一
九
五
八
年
。「
震
災
雑
詠
」（
一
九
二
四
）
と

13
し
て
発
表
さ
れ
た
。
な
お
、
碧
梧
桐
と
青
嵐
の
ほ
か
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
「
震
災
」

俳
句
を
の
こ
し
た
人
物
と
し
て
ま
ず
北
原
白
秋
（
一
八
八
五
‐
一
九
四
二
）
の
名

が
挙
が
る
。
白
秋
は
「
震
後
」
と
題
し
て
三
十
八
句
を
俳
句
の
結
社
誌
『
石
楠
』

（
一
九
四
二
年
一
月
）
の
巻
頭
に
発
表
。「
な
ゐ
強
し
一
命
虫
の
声
に
通
ず
」
か

ら
は
じ
ま
る
作
品
群
は
質
的
に
も
高
い
。
北
原
白
秋
『
竹
林
清
興
』
木
俣
修
編
、

靖
文
社
、
一
九
四
七
年
に
収
載
。
そ
の
他
、「
震
災
」
の
句
を
の
こ
し
た
人
物
と

し
て
、
巌
谷
小
波
（
一
八
七
〇
‐
一
九
三
三
）
の
名
も
挙
げ
て
お
く
。
小
波
の
俳

句
は
「
バ
ラ
ッ
ク
や
涼
し
う
風
の
吹
き
通
す
」
等
が
、『
帝
都
復
興
叢
書

第
四
輯

詩
集
市
民
の
歌
へ
る
』（
東
京
市
編
纂
、
帝
都
復
興
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
四
年
）

の
巻
頭
に
収
載
。
同
集
の
小
波
に
よ
る
「
序
に
代
へ
て
」
に
は
「
昨
年
十
一
月
下

旬
に
、
帝
都
復
興
の
精
神
を
よ
め
る
歌
謡
の
募
集
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

僅
か
一
ヶ
月
と
い
ふ
短
い
期
間
で
あ
つ
た
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
三
百
有
余
名
の
多
数

の
方
々
か
ら
、
夫
々
雄
篇
を
寄
せ
ら
れ
、
其
中
か
ら
選
に
入
つ
た
も
の
を
ば
、
今

日
こ
の
や
う
に
思
つ
た
よ
り
も
大
き
い
書
物
と
し
て
発
表
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
」（
三
頁
）
と
あ
る
。
同
集
に
は
俳
句
以
外
に
も
公
募
で
集
め
ら
れ
た
詩
、

和
歌
、
川
柳
、
童
謡
、
民
謡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「
大
震
災
日
記
」『
河
東
碧
梧
桐
全
集
第
十
二
巻
』
文
藝
書
房
、
二
〇
〇
七
年
、

14
二
四
四
頁
。

例
え
ば
、
石
川
九
楊
は
こ
の
俳
句
に
つ
い
て
「
む
き
だ
し
な
茎
」
の
「
な
」
に

15
「「
む
き
出
し
」
を
曝
け
出
す
」
効
果
が
あ
る
こ
と
、「
よ
れ
て
倒
れ
て
」
の
後
に

「「
潰
れ
て
」
な
ど
の
次
に
展
開
す
る
気
配
を
準
備
し
な
が
ら
終
わ
っ
て
い
る
」
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
石
川
九
楊
『
河
東
碧
梧
桐

―
表
現
の
永
続
革
命
』
文
藝
春

秋
、
二
〇
一
九
年
、
二
九
四
頁
を
参
考
。

『
三
田
文
学
』
二
〇
一
六
年
五
月
、
一
四
九
頁
。

16

前
掲
全
集
第
四
巻
、
八
七
頁
。

17

同
上
。

18

同
小
説
に
は
「
震
災
な
ん
て
も
の
が
ほ
ん
と
に
あ
つ
た
の
だ
ら
う
か
」（
同
上
、

19
八
八
頁
）
と
い
う
登
場
人
物
の
感
慨
も
書
か
れ
て
い
る
。

万
太
郎
の
「
震
災
」
俳
句
に
「
虚
」
が
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
安
里
恒
佑

20
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「
関
東
大
震
災
以
後
の
季
語
と
表
象
の
変
遷

―
「
震
災
忌
」
を
中
心
に
」（
修

士
論
文
（
法
政
大
学
）、
二
〇
一
八
年
三
月
）
で
も
「「
空
想
」
が
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル

に
普
遍
性
を
与
え
る
方
法
」（
五
一
頁
）
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
震
災
忌
」
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
と
し
て
、
安
里
同
上
論
文
が
あ
る
。
同
論

21
文
か
ら
、「
震
災
忌
」
と
い
う
季
語
が
昭
和
初
期
か
ら
歳
時
記
に
採
用
さ
れ
、
早

い
時
期
に
俳
人
の
間
で
定
着
し
た
経
緯
が
わ
か
る
。

『
図
説
俳
句
大
歳
時
記

秋
』
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
。

22

「
「
死
者
」
の
命
日
に
、
関
東
大
震
災
以
後
を
生
き
延
び
、
現
在
の
生
活
を
詠

23
む
と
い
う
行
為
は
、
虚
子
に
と
っ
て
雑
詠
欄
の
あ
り
方
で
許
容
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
」
安
里
前
掲
論
文
、
五
一
頁
。

http://w
w

w
.kinyobi.co.jp/blog/?p=

4255
（
二
〇
二
〇
年
八
月
一
日
閲
覧
）

24付
記本

稿
は
第
六
一
回
原
爆
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
〇
年
八
月
八
日
）
に
お
け
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
〈
震
災
〉
と
俳
句
」
で
の
発
表
を
基
に
し
て
い
る
。
研
究
会
で
は
様
々

な
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
。
殊
に
本
誌
収
録
の
中
原
豊
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
に
も
あ
っ
た
近
世
ま
で
の
地
震
を
詠
ん
だ
俳
句
と
、
久
保
田
万
太
郎
の
俳

句
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
指
摘
か
ら
は
今
後
の
研
究
の
た
め
の
示
唆
を
得
た
。
本
稿

で
は
万
太
郎
の
創
作
と
関
東
大
震
災
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
短
く
俳
句
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
と
「
震
災
」
の
関
係
を
探
っ
た
が
、
今
後
は
近
世
の
俳
諧
を
含
む
俳
句
と

地
震
、
さ
ら
に
は
広
く
俳
句
と
厄
災
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し

た
い
。


